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[2026～2027]                      第 2585 回 2026 年(令和 8年)  9 月 4 日     No.6 

  

 

 

 

★点   鐘  会  長 奥野 一成 

★司   会  副会長 和田 明久   

★ソ ン グ  “君が代・奉仕の理想” 

★会長挨拶      

 
皆さんこんにちは。いよいよ 9 月になりました。2 週間前の

ガバナー公式訪問では、皆様お疲れ様でした。多くのご出

席をいただき、ありがとうございました。 

ところで、9 月1 日が何の日かご存じでしょうか。防災の日で

す。8 月30 日から 9 月5 日までが防災週間となっていま

す。このところ各地で豪雨災害が相次ぎ、北陸・山陰、さらに

千葉では車が冠水して中古車オークションの相場にも影響

が出ているそうです。中でもネパールの映像は本当に悲惨

で、自然の圧倒的な力と恐ろしさを感じます。事務局を通じ

て確認したところ、ご家族はご無事とのことで安心いたしまし

た。この地域は比較的穏やかとはいえ、常識を超えるような

災害は突然起こります。日頃からの備えを、どうぞよろしくお

願いいたします。 

9 月は「基本的教育と識字率向上」の月間です。わが家の子

ども 2 人は、藤井行夫さんが営まれている幼稚園でお世話

になり、私も保護者会の会長を務めさせていただきました。

園長先生から教わったのは「食育」で、勉強しろとは一切言

わず、おやつをダラダラ食べない、時間を決めて食べる、

朝は席に座って食べる——それだけを大切にしてきました。

下の子は入園してから 1 か月ほど、門の前で止まって一歩

も進まず、連れて帰ってはまた連れて行く、その繰り返し。

本当に頑固な子でした。 

その下の子が小学4 年生のとき、突然「勉強に専念するの

でサッカーを辞める」と言い出しました。仲間を増やしてほし

くて 1 年生からサッカーを続けさせていたのですが、意思

は固く、そこから勉強に打ち込んで附属へ進みました。今度

は「東大を受ける」と言い出しまして、阪大・関大は A 判定で

も東大は D 判定。この数か月は塾か学校かで、朝の 10 分

15 分しか顔を合わせていません。東大・京大はやはり特別

で狭き門、後期となると選択肢も限られます。進路は本人が

決めることですが、本人にも家族にも葛藤があります。 

識字率についても少し。実は識字率の定義は国によって異

なり、簡単な計算（電車賃320 円に 400 円を払い、お釣りは

80 円といった程度）まで含める国もありますが、基本は読み

書きができるかどうかです。日本には「文盲」という言葉があ

り、読み書きができない「完全文盲」と、読み書きはできるが

漢字がわからない「不完全文盲」に分けられます。ただ、目

の不自由な方に失礼にあたるとして、今はあまり使われてい

ません。長くなりますので、続きは次回にさせていただきま

す。 

 

★米山記念奨学会より感謝状 

＊第3 回 米山功労者マルチプル 平山智正さん 

 

 

 

 

福山北ロータリークラブ週報 
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★幹事報告  

【例会変更】 

福山赤坂RC…9月22日(火) 休会 法定休日（国民の休日） 

【連絡事項】  

＊第2710地区事務局より  

・公式訪問 お礼状の件 

・ガバナー月信vol.03(09月号)PDF配信の件 

・令和8年熊本地震 井戸掘削・ボーリング事業支援  

協力者情報提供のお願い 

・財団室NEWS 2026年9月号 

・「令和8年熊本地震災害に対する支援金」について 

 御礼及びご報告・支援金総額3,527,080円 

・2027/04/17(土)～18(日) 2026-27年度RYLA開催のご案内 

＊福山丸之内RCより創立30周年記念例会9/26(木)開催に

ついてご報告 (身内で行う) 

＊福山赤坂RCより10/17㈯ 創立30周年記念式典・祝賀会

のご出欠についてご確認のお願い 

＊福山西RCより 

・G10・G11負担金納入のお願い 

・福山西RC 10月6日(火)「帝国データバンク卓話」例会の 

ご案内 

＊福山ロータリーEクラブ2710よりプルタブ収集のお願い 

★出席報告   

○第2585 回  

会員総数 29 名  出席者数24 名 出席率 85.71％ 

欠席者 近藤さん・三好さん・村田さん・中島さん 

○第2583 回 出席修正 同出席 82.14％ 修正後89.29％ 

 

★スマイル委員会  

○結婚記念日祝 

  小野隆平さん (9/1)  ・ 今村 元さん(9/16) 

 
★スマイルボックス 

○9 月1 日が結婚記念日あることを忘れていました。当日は

普通に過ごしました。すでに結婚５０年が過ぎました。 

夫婦元気に生活していることを感謝してスマイルします。 

          …小野隆平さんより大きくいただきました。 

○今年も「名月御膳」販売します。よろしくお願いします。 

当クラブ担当のワタナベがお受けします。…佐藤洋二さん 

★ロ－タリ－の友誌紹介 

会員研修・雑誌委員長 藤井好夫さん 

 

会員研修・雑誌委員長 藤井好夫さんより「ロータリーの友」9

月号の紹介がありました。横書きのページでは、RI 会長メッ

セージ(2030 年・会員 125 万人への協力の呼びかけ)、6 ペ

ージ「ロータリーのブランド」——ロータリーとは何かという説

明とあわせて、ロゴやマークの正しい使い方(広報・告示の

際は所定の名称表記と配色で表示する)が示されています

などが取り上げられました。あわせて、第 2711 地区・金子法

子さんの寄稿や、この 6 月に退任された会長お二人(水野さ

ん、東京クロスシティ RC・萩原さん)の思いが 4 ページにわ

たり掲載されています。 

縦書きのページでは「JR 九州のまちづくり」が印象的です。

かつて赤字だった JR 九州が上場を果たすまでの苦労、観

光列車(D&S 列車)の開発、有田焼・唐津焼など地元の魅力

の活用、そして九州全体とともに成長していく姿が綴られて

います。ほかに「この人を訪ねて」で紹介された元気な女性

経営者の記事なども取り上げられました。 

藤井委員長からは、特に退任会長お二人の思いを奥野会

長にぜひ読んでいただきたいこと、来月に 9 月号の感想を

伺いたいとの案内がありました。 

 

★プログラム 

RLI-2710 分科会研修 受講報告 佐藤洋二さん 
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奉仕プロジェクト委員長・佐藤洋二さんより、RLI(ロータリー・

リーダーシップ・インスティテュート)第 2710 地区の分科会研

修を受講した報告がありました。RLI は、クラブ運営に活か

すリーダーシップスキルとロータリーの知識を、講義形式で

はなくディスカッション形式で学ぶ研修です。佐藤さんから

は、報告資料を AI で作成した(PDF を読み込ませてスライド

を約 10 分で生成した)というエピソードも紹介されました。報

告は「6 つの気づき」に沿って行われました。 

 

 

①冷たいお弁当——3 月の初回は雪で新幹線が遅れ、会場

(広島 YMCA)でのお弁当は驚くほど冷たかったとのこと。一

方で休憩のお茶菓子はありがたく、毎回約 70 名、大手企業

の代表など重鎮も多く参加していました。 

 

 

②参加は経験3年以上が望ましい——4大奉仕をテーマにし

た議論が中心で、参加者の在籍年数は平均10.9年(0.5〜35

年)。内容をある程度理解している方のほうが議論に入りや

すく、若手にはややハードルが高いと感じたそうです。 

 

③正解は全部正解——多様な意見が交わされ、「地域に必

要とされ、自クラブを誇りに思う」「ロータリーは人生最後の友

人を作るところ」といった心に残る言葉があったとのこと。解

散したクラブの出身者が自然に再集結して新クラブを立ち

上げた事例も紹介されました。 

 

 

④会員増強がRLI最大のテーマ——各クラブ共通の課題とし

て、入会メリットの明示化(事業主のネットワーク、経営や私生

活を相談できる仲間づくり)、ロータリー情報委員会の設置

(活動の見える化)、ファイアサイドミーティング(少人数の懇

談)などの工夫が共有されました。 
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当クラブの強みを活かす案として、佐藤さんは「ゴルフ」を挙

げ、ラウンドレッスン付きのオープン例会を提案。8 月 11 日

(火)、松永 CC でのオープンコンペ(キリンビール杯)に奥野

会長・早﨑さんと参加した際はスコア 112。その 5 日後(8 月

16 日・日)、同じ松永CC で助言のとおりに回るとアウト 46・イ

ン 53の 99で、念願の 100切りを達成した——という実演エピ

ソードを交え、ゴルフを入り口とした異業種交流・若手経営

者の勧誘案を披露しました。あわせて、仏教の教えに学ぶメ

ンタルマネジメントの勉強会案も提案されました。 

 

 

 
 

 
⑤ロータリーの広報・CM——地区補助金が積み上がってお

り(使わなければ返還となる)、これを活用してテレビ CM や

「3分でわかる」活動リーフレット、アマモ育成の映像などでク

ラブの認知度を高め、会員増強の手がかりにしてはどうか、

との提案がありました。 

 

 
 

 

⑥走り切って修了——ファシリテーター役の質問の投げかけ

が議論の鍵であったと振り返り、無事に修了証書と RLI 卒業

バッジを受け取ったことが報告されました。 
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続いて、ファシリテーターを務められた藤井行夫さんからお

話をいただきました。「ファシリテーターをするときに言われ

たのは『しゃべるな、しゃべらせろ』。とにかく参加者に話し

てもらう、そして振って振って振りまくれ、ということでした。

『RLI に参加されてどう思われますか』と問いを投げると、テ

ーブルからどんどん声が上がってきます。」 

「私が勉強になったのは、これだけ優秀な方が揃っていても、

潤滑油がなければその能力はうまく引き出せない、というこ

とです。そこがファシリテーターの役目だと思います。うまく

議題に乗ってくると、関わった人が自分ごととして議題の中

に入ってくるのです。」 

「これはロータリーに限らず、皆さんの職場でも必ず使える

技術です。会議で上から一方的に下ろすのではなく、採用

する・しないは別として、みんなから意見を出してもらう。そう

すると自分が関わったことになり、我がこととして次に取り組

める。それが大きな力になって、新しい動きをみんなで起こ

していけるのです。」 

「実はそれが、地区大会のときのテーマでもありました。私自

身は何もしていません。皆さんがこれまでやってこられたこ

とをどんどん出していただき、それを煮詰めて煮詰めて、『こ

こをこうすればもっと良くなる』と重ねていく。もともとあったも

のが集大成となって、あの素晴らしい結果につながったの

だと思います。ファシリテーターという役割を、ぜひ一度考

えてみていただけるとありがたいです。」 

最後に、参加された佐藤さん・早﨑さん、そして会長・幹事

へのお礼が述べられ、「来年も機会があれば、遠慮なく関わ

っていただけるとありがたい」と結ばれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★理事役員会                9/4   報告 

【決議承認事項】 

* 福山赤坂RC３０周年記念式典への出席について 

10 月17 日(土) 11:30～ 福山ニューキャッスルホテル 

奥野会長・苅谷幹事出席 祝い金５万円 

  

*地区大会例会変更について 

 23 日(金)→25 日(日)地区大会に 例会変更 

23 日(金) ゴルフ大会  

奥野さん・藤井行夫さん・荒金さん・岡崎さん出席 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9/18(金) クラブ協議会(会員制度)

プ ロ グ ラ ム 予 定

 9/25(金) 9/13(日)に例会変更
10/ 2(金) ロータリー友誌紹介

新会員卓話　枝廣慶樹さん
10/ 9(金) 例会取消
10/16(金) 企画財政局

福山駅周辺再生推進部長 村上正人様

10/23(金) 10/25(日)に例会変更
10/25(日) 地区大会　in呉
10/30(金) 地区財団委員会　今川忠男さん


